
利用者

利用者家族 ●●　●●様（●●様ご家族）

地域の代表 ●様（民生委員副会長・町会副会長）　●様（民生委員）　

区・さわやかサポート ●様（包括矢口）

事務局 本間たまがわ統括事業所長　師岡下丸子在宅所長

佐々木（生活相談員）

◆事業運営状況報告・認知症通所介護活動報告並びに今後の予定

別添「事業報告・運営推進会議資料」参照

◆活動報告・計画に対する評価

ご家族より： 週に4回利用させて頂き、出掛ける事で生活に張りが出てすごくリズムが良いと思います。

ツルツルの靴を履かせていたせいで転倒してしまい皆様に大変ご迷惑をお掛けしました。

底がしっかりとしている靴を購入したのですが、本人が気に入らず隠してしまう事があるので

注意していきます。これからも色々あると思いますが何卒よろしくお願いいたします。

以前送って頂いた「私の気持ちシート」ですが、正面の顔写真の出来映えが素晴らしく、

AIだと思っていました。まさか手書きだとはびっくりです。

○○様より： 「私の気持ちシート」本当に素晴らしいです。

○○様より： 様々なイベントについて聞かせて頂きとても良いプログラムだと思いました。

◆事業所に対する要望・意見

ご家族より：要望等は全くありません。これからもよろしくお願いいたします。

◆要望・意見に対する事業所からの回答

これからもご本人様に寄り添い、適切なサービスの提供を心掛けていきます。

◆地域・行政等からの情報提供

包括矢口より：独居の方で必要なサービスを受けられていない高齢者の方もいると思います。元々

　　　 持っている力を発揮するためにもこの様なデイサービスと繋がる事が最初の一歩とも

感じます。これからも密な連携を取らせて頂きたいと思います。

○○様より：「寿会」では昨年下丸子センターへ盆踊りを実施させて頂きました。利用者様・職員さんも

参加して頂き、とても盛り上がりました。今年も伺いたいと思っています。

町会でも良いコミュニティが出来ていると思いますが、地域の方の中には待ち合わせ場所を

忘れてしまう方もいるのが現状です。これからも助け合いを実施していきます。

○○様より： 下丸子4丁目パークハイツにはシニアクラブの様な会も無く、アクティブシニアでは無い方

には交流が持ちづらく実際30年以上住んでいるが全く知り合いがいないという高齢者もいる

状況です。出張所が遠い等の課題もありますが、少しずつでも関りを持っていきたいと

思います。

センターより：人と会う・対話するという行動は健康面並びに精神面でも大きな刺激になります。ご見学に

来て頂いても構いませんので機会がありましたらお伝えして頂ければ幸いです。

開催場所 2階HOPE部屋

出席者

　　8　人

（内訳）

電話番号 　０３　（　３７５０　）　８７０１ 報告者　職・氏名 生活相談員　 佐々木　稔明

開催日時 　　　令和　8年　2月　21日（　土　）　　13：00～13：30

大田区立下丸子高齢者在宅サービスセンター運営推進会議実施報告書
令和　8年　3月　3日

事業所名 大田区立下丸子高齢者在宅サービスセンター サービスの種類 認知症対応通所介護



◆質疑応答・意見要望

伊部様より：HOPEの利用制限が65歳の誕生日前日までとお聞きしましたが、その日を過ぎた方は

  何処を利用しているのですか。

センターより：センター内の認知症対応型通所介護に移行されたり、就労の方に行かれた方も

　　いらっしゃいます。

◆その他・特記事項

・運営推進会議終了後、HOPEで実施しているプログラムを体験して頂く目的で臨床美術（アート）に

　参加して頂く。参加者（民生委員・ご家族）

　場所　大田区区立特別養護老人ホームたまがわ1階会議室

・次回開催：令和8年6月20日（土）　14：00～15：00

※会議録作成にあたって

・報告書は２ページにわたっても構いませんので、文字は縮小しないでください。


